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歴史 其ノ四

『
言
継
卿
記
』
に

登
場
す
る
「
三
光
丸
」

　
前
々
号
（
第
2
号
）
で
も
少
し
ふ
れ
ま

し
た
が
、
山や

ま

科し
な

言と
き

継つ
ぐ

は
、
京
都
の
山
科
を

領
地
と
し
た
戦
国
時
代
の
公く

家げ

で
、
京

都
や
堺
、
あ
る
い
は
郡
山
に
店
を
構
え
た

薬
種
商
た
ち
か
ら
、
原
料
の
生
薬
を
買

い
入
れ
、
自
ら
さ
ま
ざ
ま
な
薬
を
処
方
し

た
こ
と
で
知
ら
れ
ま
す
。

　
彼
が
作
っ
た
薬
は
、
帝
や
公
家
仲
間
の

み
な
ら
ず
、
武
家
や
庶
民
に
い
た
る
ま
で

分
け
与
え
ら
れ
、
旅
行
の
み
や
げ
と
し
て

も
喜
ば
れ
た
よ
う
で
す
。

　

…
…
旅
の
途
中
、
宿
屋
に
到
着
し
た

言
継
卿
は
、
荷
物
を
運
ば
せ
た
者
た
ち

に
心
付
け
を
渡
し
、
宿
屋
へ
は
、
三
光
丸

を
計
２
０
０
粒
与
え
て
い
ま
す
。

医
者
に
扮
し
、
将
軍
を

救
出
し
た
米
田
求
政

　
同
じ
こ
ろ
、
米
田
氏
が
医
薬
の
道
に
通

じ
て
い
た
こ
と
を
示
す
出
来
事
が
、
京
都

で
起
き
ま
し
た
。

　

永
禄
8
年
（
１
５
６
５
）、
第
13
代

将
軍
足
利
義
輝
が
、
京
都
の
二
条
御
所

で
、
松
永
久
秀
や
三
好
三
人
衆
の
た
く

ら
み
に
よ
り
暗
殺
さ
れ
る
と
い
う
事
件

が
勃
発
し
ま
し
た
。
当
時
、将
軍
の
弟
、

足
利
義よ

し

昭あ
き

は
、
出
家
し
て
「
覚か

く

慶け
い

」
と

名
乗
り
奈
良
の
興
福
寺
に
い
ま
し
た

が
、
松
永
ら
は
、
彼
を
そ
の
ま
ま
興
福

寺
に
幽
閉
し
、
多
数
の
兵
士
を
つ
け
て

監
視
し
ま
し
た
。

　

や
が
て
、
義
輝
の
側
近
だ
っ
た
細
川

藤
孝
（
幽
斎
）
や
一
色
藤
長
ら
の
援
助
に

よ
り
、
無
事
興
福
寺
を
脱
出
、
そ
の
後
、

第
15
代
将
軍
と
な
り
ま
す
が
、
実
は
そ

の
際
、
医
薬
に
関
す
る
豊
富
な
知
識
を

買
わ
れ
、
医
者
と
し
て
興
福
寺
に
入
り

米田家に伝わる薬の秘伝書『家法副』。 『家法副』に記された三光丸の製法。
他人が見てもわからぬよう、暗号を用いている。

江戸時代に描かれた興福寺。
猿沢池の南東、赤い矢印が多聞院。

込
ん
だ
の
が
、
米
田
家
の
先
祖
、
米
田

求も
と

政ま
さ

で
し
た（
米
田
家
家
系
図
で
は
「
永

政
」
と
も
記
す
）。

　

求
政
は
覚
慶
を
診
察
し
な
が
ら
外
部

の
情
報
を
伝
え
、
そ
の
働
き
に
よ
り
、
見

事
救
出
作
戦
は
成
功
を
遂
げ
た
の
で
す
。

三
光
丸
の
ル
ー
ツ
は
興
福
寺
？

　
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
、

南
都
興
福
寺
は
幕
府
で
さ
え
一
目
置
く

ほ
ど
の
強
大
な
勢
力
を
誇
り
ま
し
た
。

ま
た
、
興
福
寺
内
の
「
多
聞
院
」
と
い

う
子し

院い
ん

で
、
漢
方
処
方
の
知
識
を
持
っ

た
僧
侶
た
ち
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
薬
を
製

造
し
、
信
者
に
分
け
与
え
た
こ
と
で
も

知
ら
れ
ま
す
。

　
当
時
、
越
智
氏
と
米
田
氏
は
興
福
寺

と
非
常
に
深
い
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い

ま
し
た
の
で
、
想
像
を
た
く
ま
し
く
す

る
な
ら
ば
、
三
光
丸
の
製
法
も
、
あ
る

い
は
興
福
寺
か
ら
伝
え
ら
れ
た
も
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　米田家に伝わる薬の秘伝書によれば、三光丸の原料は、江戸
時代のころから、きっちりとした整数比になるよう、配合され
ていました。この点が他の多くの「家伝薬」「秘伝薬」と呼ばれ
る薬と違うところです。このように、明らかに漢方（中国医学）

の思想によって作られた薬でありながら、センブリという日本
固有の薬草を用いている点も、大変ユニークで、三光丸創製の
秘密に、さらなる深みを与えているのです。

三光丸クスリ資料館　館長　浅見　潤

三光丸の古い版木より

『言継卿記』（1550～ 65年）より

興福寺南円堂

「
根
し
ろ
と
云
在
所
へ
戌
刻

着
了
、
人
夫
此
所
迄
来
了
、

辛
労
之
間
酒
肴
代
少
宛

申
付
遣
之
、
宿
へ
三
光
丸
百
粒
、

同
娚
に
百
粒
遣
了
」


